
ホン夕、ワラ属標本観察の風景

記することもー案であろう。
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からの要望に柔軟に対応した WSへ と展開していくこと が期

待される。

WSを始めた頃は本属の植生変動現象も今ほど話題になっ

ておらず，鹿児島県水産試験場 (当時)に吉田忠生先生 (北

大名誉教授)や新井章吾氏(株式会社海藻研究所)を迎えて

の小規模な勉強会だった。参加者凶が年々増加するとともに内

容も西日本全域のガラモ場を対象 とするまで発展 した。今後

の展開は未知数だが，種の同定技術の向上に留まらず¥現場

参加者氏名(五十音順 ・敬称11俗)・秋本恒基(福岡県水海技

セ)，浅川牧夫(植物資源の力)，新井章吾(海龍研)，荒木希

世(熊本県水研)，荒武久道(宮崎水試)，安藤恵美子 (鹿県

環境技術協)，猪狩忠光(鹿県水技セ)，岩崎 巧(水俣市漁協)， 

加藤英之(水俣市漁協)，桐山隆哉(長崎水試)，熊谷百合子

(NHK福岡)，倉田 魁(水俣市漁協)， 坂口庭見(水俣市漁

協)，佐島圭一郎(宮崎水訊)，島袋寛盛(千葉大)，新村 巌

(元鹿県水試)，末藤正樹(海洋プランニング)，田井野清也 (高

知l水試)，田中敏博(鹿県水技，当時)，寺田竜太(鹿大)，鳥

羽瀬憲久(熊本県水研)，中嶋 泰(オフィス MOBA)，永田

昭康(槍海生物環境サポー ト)， Greg Nishihara (長大)，浜

本進(水俣市漁協)，原旧彰久(鹿県水技)，松元利夫(鹿

県水技)，南里海児(ベン トス)，本村広揮 (水俣市)，八谷光

介(四水研)，吉田忠生(元北大)，吉村 拓(西水研)，吉満

敏(鹿県水技)，渡辺耕平(西日本オーシャン リサーチ)

( I鹿児島大学水産学部，Z鹿児島県水産振興課 3鹿児島県水

産技術開発センター，4千葉大学大学院理学研究科)

瀞藻

このコラム欄のタイ ト/レ

「遊藤子」は「遊走子」を

1字変えた造語ですが，か

つて「櫛藻」と称された

藻があることをご存知でし ょうか。前藻厨

Pαndorinaです(現在はクワノミモ属もしく

はパン ドリナ属)0I前」は「遊」の元になっ

た字で，その字義は水中を泳ぐことです。常

用漢字にないため「遊走子」など、と書きますが，

遊走子にしてみれば必死に泳いでいるのに遊

んでいるかのように呼ばれるのは心外かもし

れません (中国語では 「訪JJを使う)。欧米

からの「植物学」の輸入が本格化した明治

期，ラテン名に漢語をあてた分類群名が数多

く造られ(もしくは中国経由で輸入され)まし

たが，明治 26年に白井光太郎 (1863-1932，

日本最初の植物病理学者)が著した教科書

には，すでに藻類の重要な分類群の日本名を

いくつもみることができます(右図)。なかに

は後世に引き継がれなかったものも多数あっ

て，そのひとつが 「泌務」です。捨てるには

惜しいネーミングと思います。ただし，中国で

はEuglenα(眼掻厨)を指すようです。 (編)

菌藻門 (THALLOPHYTA)

藻類 (ALGAE)

I 監藻|亙(Cyanophyceae) 
I色胞言葉科(Chroococcaceae) 

2 f1良部i和I(Oscillariacea巴)

3念珠務科 (Nostocacea巴)

2畦藻|亙 (Diatomeae)

3緑藻11(Chlorophyceae) 

I接生部族 (Conjllgatae) 

l水綿科 (Zygn巴macea巴)

I緑紋i海1沼科 (Zygnemaeae)

2 緑~ðjll!:{S5TI科 (Mesoc創 peae)

2鼓部和I(Desmjdiacea巴)

2動子部族 (Zoosporeae)

l原生部科 (Palmellacea巴)

1 悦ì;;ýEI~科 (Pandorineae)

2原子謀Illi科 (Protococceae)

3 "参?捺TIIT科 (Pl巴urococc巴ae)

2密生i楽科 (Conf，巴rvacea巴)

I 緑ì~Ei:1科 (Confervoideae)

2緑苔国科 (Ulvoid巴ae)

3義務科 (Siphonaceae)

I合子E11科(Gamosporeae) 

2卵苧111i科 (Oosporeae)

41111生部科(Oedogoniaceae) 

I多卵部Eli科 (Sphaeropl巴a巴)

2 1m生藻TI:I科(Oedogonieae) 

3子衣iEU111科 (Coleochaeteae)

3輪部族(Characeae) 

4褐藻匝 (Phaeophyceae)

I掲子部族 (Phaeosporaceae)

l小判部科 (Ectocarpaceae)

2 ì}~1端部科 (Sphac巴lariaceae)

3久登列利回科(Cutleriaceae) 

4昆布科 (Laminariaceae)

2褐藻族 (FlIcaceae)

5紅藻|孟 (Rhodophyceae)
1初l子 科 (Gymnosporacea巴)

2被子科 (Angiosporaceae)

白井光太郎著 '9二1等植物学教科書 忠良編J (1893，金港堂書籍曾社)より務類の分
類椛;7:，を抜粋したもの。Eichler(1883)の体系が使われている。




